











An Analysis of Motivating Cost  
Using a General Mathematical Model  
 











































































































 w   ：金銭的報酬 
 B：留保効用 
 )(wPP   ：プリンシパルの効用 






























 f   ：固定給 
 p：生産性 
 2ce  ：コスト 































 MPS (motivating potential scale)  






















  peO   ：成果を表す関数 
生産性 p、環境の不確実性を表す確率変数 を用いて、成果を表現した一例である。
確率変数 は、平均0分散 2 の正規分布に従うものとした。これは平均分散アプロ
ーチを用いるための設定である。エージェントの効用関数を )~(xU としたとき（ x~は
確率変数）、絶対リスク回避度が一定、つまり )(/ constrUU  となるならば、 )~(xU
の確実同値額は、期待効用から分散の定数倍を引いた値 )x~(VAR)2/r()x~(E  となる
ことが、一般に知られている。絶対リスク回避度が一定であるという二階微分方程式







 s：業績給の配分係数  )10(  s  
エージェントのあげた成果のうち sをエージェントが得て、残りの s1 をプリンシ
パルが得る。 













 2m ：動機付けコスト 
 m：内発的動機付けの強さ 
 maeI  ： 内発的効用関数     
エージェントの内発的効用を増大させるのにかかるさまざまなコストをまとめて、










 2ceC  ：コスト関数 
エージェントの肉体的、精神的疲労さらに、機会損失といった不効用をコスト関数















 Rf)O(sEM  ：エージェントの金銭的効用関数 
エージェントの金銭的効用は、業績給と固定給の線形和からリスクを引いたものと
して表現される。 




















































s：業績給の配分係数  )10(  s  
前節と同様である。 
f ：固定給   
前節と同様である。 



















































































先に述べたように、努力量の定義域にも絡む問題である。  )()( maxmax eCeC  
CIMA  ：エージェントの効用関数 
前節と同様に、motivation crowding 効果は考えずに、金銭的効用と内発的効用の
和からコストを引いたもので考える。 





































































よって、 0opte がエージェントにとって最適な意思決定となる。（証明終わり） 
0opte ということはまったく働かないということである。このような極端な状況










をみたす opte が唯一つ存在する。 









































































































をみたす optm が唯一つ存在する。 
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